
料申
国
に
お
け
る
国
家
資
本
主
義
・

か
ん
す
る
諸
問
題

往
復
書
簡
の

抜
葦

賃
金
制
度
に

手

島岨

正
　
毅

　
本
誌
編
集
委
員
の
も
と
め
に
応
じ
て
、
こ
こ
に
抄
訳
、
紹
介
す
る
資
　
　
　
中
国
で
は
、
人
民
民
主
主
義
革
命
（
一
九
四
九
年
）
の
あ
と
、
労
農
連

料
は
、
わ
た
く
し
が
か
っ
て
中
国
に
お
け
る
学
老
お
よ
び
中
国
総
工
会
　
　
合
独
裁
、
お
よ
び
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
独
裁
の
国
家
権
力
の
も
と
で
形
成
さ

国
際
部
と
の
あ
い
だ
に
と
り
か
わ
し
た
往
復
書
簡
の
一
部
で
あ
る
。
こ
　
　
れ
た
、
過
渡
期
に
お
げ
る
国
家
資
本
主
義
の
、
す
ぐ
れ
て
実
践
的
な
課

の
往
復
書
簡
を
そ
の
ま
ま
訳
出
す
る
の
は
、
一
般
利
用
者
に
と
っ
て
か
　
　
題
を
ふ
ま
え
た
理
論
的
研
究
が
す
す
め
ら
れ
た
。
こ
の
研
究
は
さ
き
に

な
ら
ず
し
も
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
わ
た
く
し
の
書
き
送
っ
た
　
　
本
誌
第
ニ
ハ
巻
第
五
・
六
号
に
寄
稿
し
た
拙
論
に
の
べ
て
お
い
た
と
お

手
紙
の
要
旨
を
問
の
形
式
に
し
、
わ
た
く
し
の
受
取
っ
た
そ
の
回
答
の
　
　
り
、
Ｗ
・
１
・
レ
ー
ニ
ン
が
創
造
的
に
展
開
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済

必
要
部
分
を
答
の
形
式
に
し
て
、
訳
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
本
誌
読
者
　
　
学
の
新
し
い
研
究
領
域
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
中
国
革
命
に
先
行

に
と
っ
て
、
こ
の
資
料
が
多
少
と
も
御
参
考
に
な
れ
ぼ
幸
い
で
あ
る
。
　
　
す
る
歴
史
的
経
験
と
し
て
は
、
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ァ
革
命
だ
げ
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
。

　
　
　
一
　
中
国
に
お
げ
る
国
家
資
本
主
義
の
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
　
　
　
　
　
　
当
時
、
ロ
シ
ア
に
あ
っ
て
は
、
レ
ー
ニ
ソ
の
創
造
的
展
開
に
も
か
か
わ

　
　
　
　
　
　
　
１
曄
暮
橋
と
私
と
の
往
復
書
簡
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ず
、
歴
史
的
革
命
的
諸
条
件
の
特
殊
性
の
た
め
に
国
家
資
本
主
義
の

　
　
　
　
中
国
に
お
げ
る
国
家
資
本
主
義
・
賃
金
制
度
に
か
ん
す
る
諾
問
題
（
手
嶋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
（
七
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
一
号
）

理
論
は
、
現
実
に
は
か
な
ら
ず
し
も
稔
り
多
き
成
果
を
も
た
ら
さ
な
か

っ
た
。
あ
た
か
も
そ
の
あ
と
を
う
げ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
あ
ら
た

に
成
立
し
た
一
連
の
人
民
民
主
主
義
国
と
と
も
に
、
中
国
は
そ
の
歴
史

的
革
命
的
諸
条
件
の
特
殊
性
を
考
慮
に
い
れ
た
国
家
資
本
主
義
の
理
論

を
実
践
的
に
適
用
し
、
そ
の
豊
富
な
経
験
の
成
果
を
理
論
的
に
総
括
し
、

レ
ー
ニ
ソ
の
理
論
を
さ
ら
に
創
造
的
に
発
展
さ
せ
た
。
そ
の
代
表
作
が

藤
暮
橋
・
蘇
星
・
林
子
力
等
の
共
著
に
な
る
『
中
国
国
民
経
済
的
杜
会

主
義
改
造
』
（
人
民
出
版
社
、
一
九
六
四
年
最
新
刊
）
で
あ
る
。
そ
の
日
本

語
版
は
『
中
国
国
民
経
済
の
杜
会
主
義
的
改
造
』
（
北
京
外
交
出
版
社
、

一
九
六
〇
年
刊
）
と
し
て
日
本
で
も
広
く
流
布
さ
れ
て
い
る
。

　
本
書
は
一
九
五
七
年
に
初
版
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
、
版
を
重
ね
る
ご

と
に
改
訂
さ
れ
て
き
た
。
本
書
の
あ
つ
か
っ
て
い
る
主
要
た
研
究
対
象

は
、
杜
会
主
義
セ
ク
タ
ー
（
国
営
経
済
）
の
形
成
・
発
展
と
農
業
・
手
工

業
、
資
本
主
義
的
商
工
業
の
杜
会
主
義
的
改
造
の
歴
史
的
人
為
的
過
程

で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
政
治
経
済
学
に
お
げ
る
杜
会
主

義
部
分
、
と
り
わ
げ
資
本
主
義
よ
り
杜
会
主
義
に
い
た
る
過
渡
期
の
諸

セ
ク
タ
ー
の
法
則
性
を
総
括
的
に
解
明
し
た
学
習
用
参
考
書
と
し
て
出

版
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
し
て
近
来
の
名
著
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
（
七
二
）

　
本
書
の
主
要
な
執
筆
老
は
、
さ
き
の
三
老
で
あ
る
。
執
筆
に
あ
た
っ

て
快
、
中
国
科
学
院
経
済
研
究
所
、
金
融
研
究
所
、
中
華
全
国
手
工
場

合
作
総
杜
の
ほ
か
、
学
者
と
し
て
は
王
学
文
・
許
潅
新
・
姜
君
辰
．
王

恵
徳
・
林
澗
青
・
宋
濤
等
、
多
く
の
人
々
が
討
議
に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
貴
重
な
意
見
を
よ
せ
て
い
る
。
な
お
、
所
収
統
計
の
作
成
と
吟
味
に

つ
い
て
は
、
国
家
統
計
局
の
ス
タ
ッ
フ
が
協
力
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
本
書
の
編
集
・
執
筆
の
中
心
と
な
っ
た
藤
暮
橋
は
、
戦
前
よ

り
わ
が
国
の
中
国
経
済
研
究
者
に
と
っ
て
は
顔
な
じ
み
の
学
老
で
あ
る
。

彼
は
戦
前
、
中
国
の
論
壇
を
賑
わ
せ
た
「
中
国
杜
会
性
質
論
戦
」
の
一

方
の
雄
で
あ
っ
た
。
彼
は
天
津
の
南
開
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
陳
翰
笙

の
弟
子
で
あ
る
。
藤
氏
は
江
蘇
省
無
錫
の
生
れ
、
　
「
論
戦
」
当
時
、
雑

誌
『
中
国
農
村
』
の
編
集
責
任
老
を
っ
と
め
、
孫
冶
方
と
と
も
に
「
中

国
農
村
派
」
を
代
表
し
た
正
統
マ
ル
ク
シ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
れ
と
論
戦

し
た
他
方
の
代
表
は
、
「
中
国
経
済
派
」
と
よ
ば
れ
た
王
漁
郁
（
い
ま
の
福

建
省
、
慶
門
大
学
学
長
王
亜
南
）
で
あ
る
。
藤
氏
は
戦
時
中
、
広
西
省
の
或

る
師
範
学
校
の
教
師
を
つ
と
め
、
革
命
後
、
中
国
科
学
院
経
済
研
究
所

等
を
歴
任
し
て
現
在
、
国
家
統
計
局
局
長
の
要
職
に
あ
る
。
い
ま
文
化

大
革
命
の
さ
た
か
で
、
藤
氏
も
ま
た
批
判
を
う
げ
た
と
の
し
ら
せ
に
接

し
た
が
、
彼
は
孫
冶
方
の
ご
と
き
眉
目
秀
麗
な
貴
公
子
風
で
は
た
く
、



い
か
に
も
村
夫
子
然
と
し
た
、
　
「
頭
髪
眉
髪
皆
似
雪
」
（
白
居
易
の
詩
）
　
　
　
　
を
得
る
た
め
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
権
力
と
の
契
約
に
同
意
す
る
。

の
「
新
豊
老
翁
」
の
ご
と
き
碩
学
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
い
ま
も
な
お
　
　
　
　
ソ
ヴ
ヱ
ト
権
力
は
、
生
産
力
の
発
展
と
か
、
却
時
の
ま
た
は
短
期

健
在
で
着
実
に
研
鐙
を
か
さ
ね
て
い
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
問
内
で
の
生
産
物
の
量
の
増
大
と
か
い
う
彩
で
、
利
益
を
う
る
。

　
と
は
云
え
、
わ
た
く
し
は
ま
だ
藤
氏
と
は
一
面
識
も
な
く
、
た
だ
文

通
の
友
、
い
や
そ
の
一
学
僕
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
で
は
、
早
速
、
藤
　
　
　
　
　
利
権
事
業
と
い
う
形
の
国
家
資
本
主
義
は
、
ソ
ヴ
ヱ
ト
体
制
内

暮
橋
と
の
間
答
を
は
じ
め
る
と
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
の
国
家
資
本
主
義
の
他
の
諾
形
態
に
く
ら
べ
る
と
、
お
そ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
と
も
簡
単
な
、
は
っ
き
り
し
た
、
明
瞭
な
、
輪
郭
の
正
確
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

手
鳴
　
レ
ー
ニ
ソ
は
一
九
二
一
年
四
月
に
国
家
資
本
主
義
の
一
形
態
を
　
　
　
　
も
の
で
あ
る
。
」

っ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ー
ニ
ソ
は
こ
の
利
権
形
態
国
家
資
本
主
義
の
実
例
と
し
て
、
当
時
、

　
　
「
ソ
ヴ
ヱ
ト
権
力
が
資
本
主
義
の
発
展
を
国
家
資
本
主
義
の
軌
道
　
　
ソ
連
邦
に
導
入
さ
れ
た
西
欧
資
本
主
義
の
外
国
企
業
を
あ
げ
て
い
る
が
、

　
　
に
む
げ
、
国
家
資
本
主
義
を
「
植
え
っ
げ
る
」
、
も
っ
と
も
簡
単
　
　
そ
の
内
容
は
外
国
企
業
に
か
ぎ
ら
ず
、
政
府
と
資
本
家
と
の
利
権
契
約

　
　
な
場
合
の
実
例
は
利
権
事
業
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
　
　
　
一
般
と
し
て
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
利
権
事
業
す
な

　
　
権
力
、
す
な
わ
ち
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
国
家
権
力
が
、
小
所
有
的
な
　
　
わ
ち
外
国
利
権
と
し
て
眼
定
し
て
考
え
る
必
要
は
す
こ
し
も
な
い
。

　
　
（
家
父
長
的
な
、
ま
た
小
フ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
な
）
自
然
発
生
性
と
対
抗
し
て
、
　
　
　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
第
一
に
、
生
産
手
段
の
所
有
も
そ
の

　
　
国
家
資
本
主
義
と
む
す
ぶ
契
約
で
あ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
り
、
同
　
　
管
理
・
運
用
も
、
も
と
の
ま
ま
資
本
家
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
お
り
、
第
二

　
　
盟
で
あ
る
。
利
権
契
約
者
は
資
本
家
で
あ
る
。
彼
は
資
本
主
義
的
　
　
に
そ
の
か
わ
り
仕
入
（
ｏ
ー
ミ
）
、
販
売
（
ミ
ー
ｏ
、
）
の
両
局
面
が
プ
ロ
レ

　
　
に
、
利
潤
の
た
め
に
事
業
を
お
こ
な
う
。
彼
は
普
通
以
上
の
特
別
　
　
　
タ
リ
ア
権
力
に
。
よ
っ
て
、
私
的
商
品
市
場
か
ら
し
や
断
さ
れ
て
い
る
こ

　
　
利
潤
を
う
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
、
さ
も
な
げ
れ
ぱ
手
に
入
れ
る
　
　
と
で
あ
る
。

　
　
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
か
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
よ
う
な
原
料
　
　
　
　
レ
ー
ニ
ン
は
一
九
一
七
年
九
月
『
迫
り
く
る
大
破
綻
、
こ
れ
と
ど
う

　
　
　
　
中
国
に
お
げ
る
国
家
資
本
主
義
・
賃
金
制
度
に
か
ん
す
る
諸
間
題
（
手
嶋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
（
　
七
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
一
号
）

た
た
か
う
か
』
で
は
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
と
一
般
的
に
、
す
な
わ
ち
国

家
資
本
主
義
と
「
協
同
組
合
」
的
資
本
主
義
と
を
も
ふ
く
め
て
こ
う
語

っ
て
い
る
。

　
　
　
「
か
り
に
、
わ
が
国
に
、
真
に
革
命
的
民
主
主
義
的
な
政
府
が

　
　
存
在
し
て
い
る
と
し
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
政
府
が
、
各
生
産
部

　
　
門
で
た
と
え
ぱ
二
名
以
上
の
労
働
者
を
つ
か
っ
て
い
る
す
べ
て
の

　
　
工
場
主
や
工
業
家
は
、
た
だ
ち
に
郡
別
お
よ
び
県
別
の
団
体
に
統

　
　
合
し
な
け
れ
ぱ
た
ら
な
い
、
と
決
定
す
る
と
し
よ
う
。
…
「
団

　
　
体
化
」
の
目
的
は
、
も
っ
と
も
完
全
で
、
厳
格
で
、
詳
細
た
報
告

　
　
制
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
、
主
要
た
こ
と
は
、
原
料
の
購
入
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
製
品
の
販
売
、
人
民
の
資
金
や
労
力
の
節
約
の
た
め
に
業
務
を
結

　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。
分
散
し
て
い
る
企
業
を
一
つ
の
シ
ソ
ジ
ケ

　
　
ー
ト
に
統
合
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
こ
の
節
約
は
、
経
済
科
学
が

　
　
お
し
え
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
す
べ
て
の
シ
ソ
ジ
ケ
ｉ
ト
や
カ
ル

　
　
テ
ル
や
ト
ラ
ス
ト
の
実
例
が
し
め
し
て
い
る
よ
う
に
、
巨
大
な
も

　
　
の
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
、
も
う
い
ち
ど
く
り
か
え
し
て
云
わ
な
け

　
　
れ
ば
な
ら
た
い
が
、
シ
ソ
ジ
ケ
ー
ト
に
結
合
す
る
こ
と
は
、
そ
れ

　
　
自
体
で
は
、
所
有
関
係
を
す
こ
し
も
変
え
る
も
の
で
は
た
く
、
た

　
　
だ
一
人
の
所
有
者
か
ら
も
た
だ
の
一
カ
ペ
イ
カ
も
取
り
あ
げ
る
も

七
四
　
（

七
四
）

　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
　
の
で
は
た
い
。
」

　
こ
こ
で
は
、
革
命
的
民
主
主
義
的
独
裁
が
前
提
と
し
て
想
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
・
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
執
行
部
を
に
ぎ
る

小
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
の
代
表
、
ケ
レ
ソ
ス
キ
ー
た
ち
が
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ

ー
の
政
府
と
手
を
き
っ
た
場
合
の
「
ケ
レ
ソ
ス
キ
ー
の
民
主
主
義
」
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
す
こ
し
＜
関
説
し
て
お
か
た
げ
れ
ぱ
た
ら
た
い
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
銀
行
・
重
要
産
業
の
国
有
化
、
国
家
資
本
主
義
、

そ
の
一
変
種
と
し
て
の
「
協
同
組
合
」
的
資
本
主
義
彩
成
の
要
求
が
、

は
た
し
て
改
良
的
性
質
の
も
の
か
、
そ
れ
と
も
革
命
的
性
質
の
も
の
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ロ
シ
ア
で
も
、
先
進
資
本
主
義
国
と
お
な
じ
く
、
独
占
段
階
に
お
い

て
、
石
炭
シ
ソ
ジ
ケ
ー
ト
、
冶
金
シ
ソ
ジ
ケ
ー
ト
、
砂
糖
シ
ソ
ジ
ケ
ー

ト
そ
の
他
が
形
成
さ
れ
、
と
り
わ
げ
砂
糖
シ
ソ
ジ
ケ
ー
ト
の
国
有
化
は
、

独
占
資
本
主
義
が
国
家
独
占
資
本
主
義
に
成
長
転
化
し
て
い
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
め
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
資
本
主
義
の
必
然
的
発
展
方
向
を
し
め
す

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
当
時
の
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
の
法
律
が
揚

定
し
て
い
る
と
お
り
、
企
業
の
工
業
家
団
体
へ
の
強
制
的
シ
ソ
ジ
ヶ
ー

ト
化
Ｈ
統
合
は
、
私
的
所
有
関
係
に
は
ま
っ
た
く
手
を
ふ
れ
ず
、
ま
た



そ
の
法
律
は
「
統
制
が
反
動
的
１
１
官
僚
的
な
形
態
・
方
向
・
精
神
で
お

こ
な
わ
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
革
命
的
民
主
主
義
的
な
彩
態
・
方
向
・
精
神

で
お
こ
な
わ
れ
る
か
を
あ
ら
か
じ
め
決
定
す
る
も
の
で
は
ま
だ
な
い
」
。

必
要
な
の
は
、
既
存
の
杜
会
勢
力
が
現
存
の
国
家
を
通
じ
て
、
こ
の
よ

う
な
「
統
制
な
し
の
昔
の
ま
ま
の
や
り
方
の
経
営
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ

る
超
過
利
潤
を
失
い
た
が
ら
な
い
、
資
本
家
の
若
干
の
私
的
利
害
と
手

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

を
き
る
決
意
だ
げ
で
あ
る
。
」

　
し
た
が
っ
て
、
銀
行
・
重
要
産
業
の
国
有
化
と
企
業
の
シ
ン
ジ
ケ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

ト
化
は
、
合
法
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
資
本
主
義
の
発
展
方
向
を
し
め

す
も
の
で
さ
え
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
す
れ
ぼ
、
国
有
化
と
シ

ン
ジ
ケ
ー
ト
化
と
の
要
求
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
資
本
主
義
の
枠
内

に
お
け
る
杜
会
改
良
の
要
求
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
杜
会
改
良

は
、
独
占
資
本
、
非
独
占
資
本
、
お
よ
び
小
商
品
生
産
者
の
必
要
が
お

こ
っ
た
か
ぎ
り
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ぱ
、
ぼ

う
大
な
固
定
資
本
を
要
し
、
利
潤
率
の
低
い
鉄
道
運
輸
業
と
か
、
あ
る

い
は
採
算
の
悪
化
し
た
事
業
、
ま
た
は
政
府
の
財
政
的
軍
事
的
必
要
に

も
と
づ
く
国
有
化
・
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
化
で
あ
っ
て
、
も
し
そ
れ
以
上
に

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
・
民
主
主
義
的
人
民
が
改
良
の
要
求
を
実
現
し
よ

う
と
す
れ
ぼ
、
－
現
実
に
銀
行
資
本
と
産
業
資
本
と
が
融
合
す
る
金
融

中
国
に
お
げ
る
国
家
資
本
主
義
・
賃
金
制
度
に
か
ん
す
る
諸
問
題

資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
銀
行
の
国
有
化
だ
げ
を
他
と
切
り
は
な
し
て

は
実
現
し
え
な
い
１
そ
れ
は
当
然
に
金
融
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
独
裁
の
国
家
と

衝
突
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
ゆ
え
に
、
わ
れ
わ
れ
は
資
本
主
義
の
発
展
方
向
・
合
法
性
と
そ

の
実
現
性
（
形
撞
．
方
向
．
精
神
）
と
を
、
厳
密
に
区
別
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら

な
い
。
当
時
（
一
九
一
七
年
二
月
－
七
月
）
一
方
で
は
ツ
ァ
ー
ル
の
専
制
君

主
制
に
か
わ
っ
た
共
和
制
国
家
、
そ
の
執
行
機
関
と
し
て
の
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
の
連
立
政
府
は
ケ
レ
ソ
ス
キ
ー
を
も
ふ
く
め
て
、
杜
会
改
良
を

徹
頭
徹
尾
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
し
た
。
他
方
で
は
労
農
兵
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
が
存

在
す
る
。
　
「
統
制
の
問
題
全
体
は
、
だ
れ
が
だ
れ
を
統
制
す
る
か
と
い

う
こ
と
に
、
す
な
わ
ち
、
ど
の
階
級
が
統
制
し
、
ど
の
階
級
が
統
制
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
■
帰
着
す
る
。
」

　
し
だ
が
っ
て
、
小
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
ジ
ー
の
代
表
、
ヶ
レ
ソ
ス
キ
ー
が
連

立
政
府
と
手
を
切
っ
て
、
ベ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
・
ソ
ヴ
ィ
ェ
ー
ト
に
帰
っ

て
く
れ
ぱ
、
　
「
ケ
レ
ソ
ス
キ
ー
の
民
主
主
義
の
も
と
で
は
、
国
家
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

主
義
は
杜
会
主
義
へ
の
一
歩
前
進
で
あ
る
」
。
国
家
資
本
主
義
の
端
初

形
態
と
そ
の
一
変
種
で
あ
る
「
協
同
組
合
」
的
資
本
主
義
に
お
げ
る
統

制
の
意
義
と
役
割
と
を
理
解
す
る
鍵
は
す
で
に
、
レ
ー
ニ
ン
の
初
期
の

労
作
『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
展
』
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ

（
手
嶋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
（
七
五
）
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に
よ
れ
ば
、
元
方
資
本
が
下
請
企
業
に
た
い
す
る
原
料
の
支
給
・
製
品

の
買
上
げ
に
よ
っ
て
、
下
請
企
業
を
商
品
市
場
か
ら
し
や
断
し
、
元
方

の
事
実
上
の
分
工
場
に
転
化
す
る
、
あ
の
分
析
の
な
か
に
す
で
に
し
め

さ
れ
て
い
る
、
と
わ
た
く
し
は
考
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
貴
国
で
新
た
に
つ
く
り
だ
し
、
貴
著
に
お
い
て
祖
述
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
国
家
資
本
主
義
の
初
級
彩
態
と
は
、
基
本
的
に

は
レ
ー
ニ
ソ
に
よ
っ
て
し
め
さ
れ
た
、
こ
の
よ
う
な
初
期
の
国
家
資
本

主
義
の
概
念
に
該
当
す
る
も
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

　
蕗
　
　
「
１
、
レ
ー
ニ
ソ
は
い
う
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
条
件
の
も

と
に
お
げ
る
国
家
資
本
主
義
と
は
、
　
『
こ
れ
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
が

制
限
す
る
こ
と
が
で
き
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
限
界
を
規
定
し
う
る
と
こ

ろ
の
一
種
の
資
本
主
義
で
あ
る
。
』

　
こ
の
よ
う
な
意
味
に
解
す
れ
ぱ
、
初
級
形
態
の
国
家
資
本
主
義
が
資

本
主
義
経
済
の
な
か
で
優
位
を
し
め
る
よ
う
に
。
な
る
と
、
私
的
資
本
主

義
は
全
体
と
し
て
、
事
実
上
す
で
に
国
家
資
本
主
義
の
一
部
分
に
転
化

し
た
と
い
え
よ
う
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
、
こ
の
国
家
資
本
主
義
が
高
級
形
態
に
発
展
し
た

と
き
、
個
体
経
済
（
農
業
・
工
業
・
商
業
に
お
け
る
個
人
企
業
－
手
嶋
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
（
　
七
六
）

基
本
的
に
は
、
す
で
に
合
作
化
（
協
同
化
－
手
嶋
）
を
完
了
し
、
ま
た
国

家
資
本
主
義
が
国
民
経
済
全
体
の
な
か
に
し
め
る
比
重
が
き
わ
め
て
小

さ
い
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
一
般
的
に
は
国
営
経
済
、
合
作
杜
経
済
、
国

家
資
本
主
義
経
済
の
順
序
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
三
者
は
基
本
的

に
は
す
べ
て
杜
会
主
義
的
性
質
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
ほ
か
に
な
お

個
体
経
済
の
残
存
物
が
存
在
し
て
い
る
。

　
２
、
国
家
資
本
主
義
の
初
級
形
態
に
あ
っ
て
は
、
資
本
の
流
通
過
程

が
す
で
に
国
営
商
業
に
掌
握
さ
れ
、
資
本
主
義
企
業
は
原
料
購
入
、
製

品
販
売
と
も
す
べ
て
国
営
商
業
の
パ
ィ
プ
を
通
過
す
る
。
こ
の
場
合
、

資
本
主
義
経
済
と
個
体
経
済
と
の
あ
い
だ
の
連
関
は
す
で
に
し
や
断
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
国
家
資
本
主
義
が
高
級
形
態
に
発
展
し
て
し
ま

う
と
、
そ
の
作
用
は
大
体
に
お
い
て
国
営
経
済
に
接
近
し
た
も
の
と
な

る
。
」

　
手
鴫
　
レ
ー
ニ
ソ
は
こ
う
云
っ
て
い
る
。
　
「
も
し
小
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
が

他
の
階
級
的
要
素
に
服
従
す
る
な
ら
ぱ
、
国
家
資
本
主
義
に
服
従
す
る

な
ら
ば
、
自
覚
し
た
労
働
老
は
双
手
を
あ
げ
て
歓
迎
し
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
。
な
ぜ
た
ら
、
ケ
レ
ソ
ス
キ
ー
の
民
主
主
義
の
も
と
で
は
国
家
資

本
主
義
は
杜
会
主
義
へ
の
一
歩
前
進
で
あ
り
、
ソ
ヴ
ェ
ト
権
力
の
も
と



で
は
、
杜
会
主
義
の
四
分
の
三
で
あ
ろ
う
か
ら
－
な
ぜ
な
ら
、
国
家
資
　
　
法
は
、
す
な
わ
ち
、
ｏ
ｏ
所
得
税
納
入
、
の
納
税
後
の
残
額
の
一
〇
％
の

本
主
義
的
諸
企
業
の
組
織
者
で
あ
る
人
問
を
、
自
分
の
功
手
に
す
る
こ
　
　
積
立
金
、
岬
株
式
配
当
利
息
（
株
金
の
八
％
を
こ
え
な
い
）
、
↑
ｏ
も
し
剰
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
が
あ
れ
ば
、
株
主
に
た
い
す
る
割
増
利
益
配
当
、
役
員
・
杜
長
・
エ

　
レ
ー
ニ
ソ
は
こ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
が
、
　
「
杜
会
主
義
の
四
分
の
　
　
場
長
等
の
報
償
金
（
六
〇
％
以
上
）
、
お
よ
び
安
全
衛
生
設
備
改
善
基
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

三
」
と
は
、
国
家
資
本
主
義
は
事
実
上
の
杜
会
主
義
セ
ク
タ
ー
Ｈ
国
営
　
　
（
工
鉱
業
企
業
は
一
五
％
以
上
）
、
職
員
・
労
働
者
福
利
基
全
と
奨
励
金
（
一

経
済
に
転
化
す
る
と
い
う
こ
と
の
別
の
表
現
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
も
　
　
五
％
以
上
）
、
等
。

っ
と
具
体
的
に
国
家
資
本
主
義
企
業
の
な
か
で
の
資
本
持
分
、
し
た
が
　
　
資
本
額
に
応
じ
て
計
算
し
た
、
年
一
〇
％
、
二
〇
％
、
三
〇
％
前
後

っ
て
ま
た
利
潤
配
分
が
、
国
家
・
労
働
老
三
、
私
的
資
本
家
一
、
と
い
　
　
の
利
潤
を
う
げ
と
る
こ
と
は
、
一
九
五
二
年
六
月
に
提
出
さ
れ
た
加
工

う
内
容
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
注
の
加
工
賃
と
商
品
価
格
計
算
と
の
一
つ
の
原
則
で
あ
る
。
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
、
私
営
企
業
が
政
府
の
加
工
外
注
を
ひ
き
う
げ
、
政
府
が
加
工
費
ま

　
蒔
　
「
い
わ
ゆ
る
「
四
馬
分
肥
」
と
は
彩
象
化
し
た
云
い
方
で
あ
る
。
　
た
は
商
品
価
格
を
さ
だ
め
る
と
き
、
企
業
に
土
然
、
上
記
の
範
囲
内
の

一
九
五
三
年
十
月
に
規
定
し
た
「
四
馬
分
肥
（
四
頭
の
馬
が
そ
れ
ぞ
れ
肥
　
　
利
潤
を
え
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
こ
の
利
潤
は
、
年
末
の
決
算
期
に
上

え
る
）
」
の
方
法
は
、
す
な
わ
ち
企
業
の
正
当
な
利
潤
を
国
家
の
所
得
税
　
　
記
の
比
率
に
も
と
づ
ぎ
配
分
す
る
の
で
あ
る
。
」

・
企
業
積
立
金
・
職
員
労
働
老
の
福
利
奨
励
金
・
資
本
家
の
配
当
金
と

割
増
配
当
金
（
管
理
人
報
償
金
を
ふ
く
む
）
等
、
四
つ
の
部
面
に
分
配
し
、
　
　
　
　
手
鴫
　
貴
著
で
は
「
四
馬
分
肥
」
が
、
は
た
し
て
国
家
資
本
主
義
の

資
本
家
側
の
う
げ
る
配
当
金
と
割
増
配
当
金
は
、
企
業
利
潤
の
二
五
％
　
　
中
級
形
態
に
お
げ
る
分
配
方
法
な
の
か
、
そ
れ
と
も
高
級
形
態
に
お
げ

前
後
で
あ
る
。
（
こ
の
よ
う
な
、
利
潤
の
約
四
分
の
一
に
相
当
す
る
配
分
は
、
　
　
　
る
そ
れ
な
の
か
、
わ
た
く
し
に
は
よ
く
読
み
と
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、

は
た
し
て
い
か
な
る
基
準
に
も
と
づ
く
も
の
か
１
手
嶋
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貴
著
で
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
九
五
〇
年
の
「
私
営
企
業
暫
行
条
例
」
の
さ
だ
め
る
利
潤
分
配
方
　
　
　
　
　
　
「
…
…
初
級
形
態
の
国
家
資
本
主
義
的
企
業
で
は
、
資
本
家
は

　
　
　
　
中
国
に
お
げ
る
国
家
資
本
主
義
・
賃
金
制
度
に
か
ん
す
る
諸
問
題
（
手
嶋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
（
　
七
七
）
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利
益
の
全
部
を
利
潤
と
し
て
一
人
じ
め
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

　
　
そ
の
い
ち
ぶ
を
獲
得
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
資
本
家
が
結
局
ど
れ

　
　
だ
け
の
利
潤
を
獲
得
で
き
る
か
は
、
利
益
分
配
の
原
則
に
よ
っ
て

　
　
き
ま
る
。
過
渡
期
の
初
期
に
は
、
資
本
主
義
的
企
業
の
利
益
分
配

　
　
は
、
　
「
私
営
企
業
条
例
」
に
も
と
づ
い
て
す
す
め
ら
れ
た
。
こ
の

　
　
条
例
は
資
本
家
の
し
め
る
利
潤
を
初
歩
的
に
制
限
し
た
も
の
で
あ

　
　
る
。
加
工
、
発
注
と
か
取
次
販
売
、
代
理
販
売
と
い
っ
た
初
級
形

　
　
態
の
国
家
資
本
主
義
が
発
展
し
、
労
働
者
に
よ
る
監
督
が
確
立
す

　
　
る
に
つ
れ
て
、
剰
余
価
値
の
搾
取
を
さ
ら
に
、
一
段
と
制
限
す
る

　
　
た
め
、
一
九
五
三
年
か
ら
「
四
馬
分
肥
」
と
い
わ
れ
る
方
法
を
実

　
　
施
し
て
、
企
業
の
利
益
を
お
よ
そ
四
つ
の
部
面
に
分
配
す
る
こ
と

　
　
と
な
っ
た
。
こ
の
方
法
は
、
所
得
税
、
企
業
の
共
同
積
立
金
、
労

　
　
働
者
の
福
利
基
金
、
資
本
家
の
利
潤
（
配
当
金
、
割
増
配
当
金
な
ど
を

　
　
ふ
く
む
）
の
四
部
分
に
わ
げ
る
の
で
あ
っ
て
、
資
本
家
の
利
潤
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
　
利
益
ぜ
ん
ぶ
の
四
分
の
一
を
し
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
」

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
た
い
し
て
第
三
節
「
高
級
形
態
の
国
家
資
本
主

義
経
済
」
で
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
公
私
共
営
企
業
で
も
、
利
益
は
や
は
り
「
四
馬
分
肥
」
の
原

　
　
則
に
も
と
づ
い
て
分
配
さ
れ
、
そ
の
う
ち
配
当
金
と
割
増
配
当
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
　
（
七
八
）

　
　
に
あ
て
ら
れ
る
部
分
は
、
政
府
側
の
持
株
と
個
人
の
持
株
と
の
比

　
　
率
に
応
じ
て
、
公
私
の
あ
い
だ
に
分
配
さ
れ
る
。
企
業
の
利
益
分

　
　
配
の
な
か
で
、
資
本
家
の
し
め
る
比
重
は
相
対
的
に
小
さ
く
た
っ

　
　
て
い
る
。
同
時
に
、
生
産
手
段
の
所
有
制
の
変
化
に
よ
っ
て
、
利

　
　
益
の
う
ち
共
同
積
立
金
に
あ
て
ら
れ
る
部
分
も
性
質
が
か
わ
り
、

　
　
杜
会
主
義
的
拡
大
再
生
産
に
い
ち
だ
ん
と
奉
仕
で
き
る
よ
う
に
な

　
　
っ
て
い
る
。
…
…
公
私
共
営
企
業
は
す
で
に
半
杜
会
主
義
的
性
質

　
　
の
経
済
で
あ
り
、
レ
ー
ニ
ソ
の
言
葉
を
借
り
れ
ぱ
「
四
分
の
三
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

　
　
杜
会
主
義
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

　
貴
著
の
上
掲
ふ
た
つ
の
国
家
資
本
主
義
に
お
げ
る
利
潤
分
配
形
態
に

は
明
確
な
区
別
が
な
い
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
貴

見
を
お
う
か
が
い
し
た
い
。

　
辞
　
「
「
四
馬
分
肥
」
は
、
け
っ
し
て
国
家
資
本
主
義
の
高
級
彩
態
の

特
徴
で
は
な
い
。
一
九
五
六
年
に
共
私
合
営
が
全
業
種
に
実
現
し
た
の

ち
は
、
分
配
面
で
の
特
徴
は
「
定
息
」
（
定
額
利
息
－
手
嶋
）
で
あ
る
。
す

た
わ
ち
、
企
業
利
潤
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
資
本
家
は
毎
年
、
資
本

金
に
応
じ
て
、
企
業
よ
り
五
％
の
株
式
利
息
を
う
げ
と
る
。

　
「
四
馬
分
肥
」
は
利
潤
分
配
の
一
つ
の
方
法
で
あ
っ
て
、
レ
ー
ニ
ソ



が
い
っ
た
「
杜
会
主
義
の
四
分
の
三
」
と
や
や
異
っ
て
い
る
。
レ
ー
二
　
　
（
購
販
協
同
組
合
－
手
嶋
）
を
っ
く
っ
た
。
そ
れ
は
農
村
家
庭
工
業
に
、
必
、

ン
が
い
っ
た
の
は
、
国
家
資
本
主
義
の
性
質
の
問
題
で
あ
る
。
」
　
　
　
　
　
要
な
工
具
と
原
料
と
を
供
給
し
、
そ
の
製
品
を
う
り
さ
ぽ
ぎ
、
逐
次
、

　
以
上
で
、
国
家
資
本
主
義
に
か
ん
す
る
、
わ
た
く
し
の
質
問
と
蕗
暮
　
　
商
業
資
本
と
交
替
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
せ
い

橋
の
回
答
と
を
お
わ
る
が
、
な
お
「
四
馬
分
肥
」
と
「
定
息
」
と
に
お
　
　
２
、
　
「
邦
工
」
と
は
、
手
工
業
作
業
場
の
な
か
で
徒
弟
以
外
に
師
付

け
る
利
潤
分
配
の
根
拠
は
、
私
見
に
１
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
私
的
資
本
家
　
　
（
日
本
で
は
親
方
と
よ
ぶ
１
手
嶋
）
の
仕
事
を
た
す
け
る
者
を
さ
す
が
、
彼

の
資
本
金
に
応
じ
た
分
配
方
法
を
と
っ
て
い
る
か
ぎ
り
で
は
、
そ
れ
は
　
　
ら
は
賃
金
労
働
老
で
あ
る
。

株
式
の
利
潤
請
求
権
と
し
て
の
資
本
主
義
的
形
式
で
あ
る
が
、
そ
の
利
　
　
３
、
中
国
に
は
少
数
民
族
地
区
を
除
い
て
は
、
村
杜
（
村
落
共
同
体
－
手

潤
分
配
を
承
認
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
国
家
の
側
で
は
、
杜
会
主
　
　
嶋
）
は
存
在
し
な
い
。
人
民
公
杜
と
は
農
業
生
産
合
作
杜
の
基
礎
上
に

義
の
生
産
力
の
発
展
に
私
的
資
本
家
が
寄
与
す
る
こ
と
に
た
い
す
る
一
　
　
連
合
組
織
し
た
も
の
で
あ
る
。

種
の
報
償
金
と
み
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
利
潤
分
配
の
根
拠
は
　
　
４
、
水
利
建
設
事
業
は
農
業
合
作
化
の
過
程
で
、
初
歩
的
発
展
を
と
げ

あ
ぎ
ら
か
に
資
本
主
義
で
の
そ
れ
と
は
本
質
的
に
変
化
し
て
い
る
の
で
　
　
た
。
一
面
で
は
、
そ
れ
が
集
団
経
済
（
「
個
体
経
済
」
に
た
い
す
る
「
集
体
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

は
た
か
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
に
っ
い
て
、
さ
ら
に
研
究
を
ふ
　
　
済
」
手
嶋
）
の
発
展
を
う
な
が
し
（
水
利
事
業
は
集
団
管
理
を
要
求
す
る
）
、

か
め
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
面
で
は
、
自
然
災
害
を
防
止
し
、
農
業
生
産
を
増
大
す
る
の
に
、
一

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
二
、
三
の
問
題
に
っ
い
て
、
蒔
氏
の
回
答
だ
げ
を
　
　
定
の
作
用
を
お
よ
ぽ
し
た
。
人
民
公
杜
が
成
立
し
て
か
ら
、
水
利
建
設

参
考
ま
で
に
訳
出
．
紹
介
し
て
お
こ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
は
さ
ら
に
大
き
な
発
展
を
と
げ
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
（
上
掲
・
蒔
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
氏
の
回
答
－
手
嶋
）
は
、
か
な
ら
ず
し
も
適
切
で
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

醇
「
１
、
中
国
に
お
い
て
は
、
過
去
に
商
業
資
本
と
家
庭
手
工
業
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
が
、
御
参
考
ま
で
に
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
う
げ
お
い

の
あ
い
だ
に
は
承
包
関
係
が
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
あ
ま
り
発
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
韓
暮
橋
の
一
九
六
四
年
一
月
二
十
九
日
付
、
手
嶋
あ
て
の
手
紙
。

し
て
い
な
か
っ
た
。
農
業
合
作
化
の
過
程
で
、
農
村
は
供
鋪
合
作
杜
　
　
　
（
２
）
レ
ー
ニ
ン
『
国
家
資
本
主
義
論
』
（
国
民
文
庫
）
一
四
〇
１
一
四
一
ぺ

　
　
　
　
中
国
に
お
け
る
国
家
資
本
主
義
・
賃
金
制
度
に
か
ん
す
る
諸
問
題
（
手
嶋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
（
　
七
九
）



（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
一
号
）

ー
ジ
。

　
レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
二
七
－
二
八
ぺ
ー
ジ
。

　
レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
二
六
－
二
七
ぺ
ー
ジ
。

　
レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
二
五
ぺ
ー
ジ
。

　
レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
七
六
ぺ
ー
ジ
。

　
レ
ー
ニ
ン
、
前
掲
書
、
七
六
ぺ
ー
ジ
。

　
蕗
暮
橋
ほ
か
、
　
『
中
国
国
民
経
済
の
社
会
主
義
的
改
造
』
　
（
北
京
、

外
交
出
版
杜
）
一
五
六
－
一
五
七
ぺ
ー
ジ
。

　
蕗
暮
橋
ほ
か
、
前
掲
書
、
ニ
ハ
八
ぺ
ー
ジ
。

二
　
中
国
に
お
げ
る
杜
会
主
義
賃
金
制
度

　
　
の
諸
問
題

　
　
－
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
を
中
心
と
し
て

１
　
中
華
全
国
総
工
会
国
際
部
あ
て
の
私
信
の
要
旨

　
わ
た
く
し
が
、
お
尋
ね
し
た
い
質
問
の
要
点
は
主
題
の
設
問
に
つ
き

る
の
で
あ
る
が
、
設
問
の
主
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
以
下
、

資
本
主
義
的
賃
金
制
度
の
も
と
で
の
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
に
つ

い
て
、
わ
た
く
し
の
見
解
を
要
約
し
て
申
し
の
べ
て
お
き
ま
す
。

　
資
本
主
義
制
度
の
も
と
で
は
、
労
働
力
が
商
品
と
し
て
資
本
家
に
売

ら
れ
る
た
め
、
労
働
力
の
価
値
法
則
が
発
生
し
、
作
用
す
る
。
い
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
　
（
八
○
）

る
労
働
力
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
が
商
品
化
す
る
か
ぎ
り
、
価
値
法
則
の

作
用
か
ら
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
労
働
力
の
価
値
は
、
す
で

に
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
そ
の
労
働
力
を
再
生
産
す
る
の
に
必
要
な

生
活
必
要
資
料
の
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
平
均
的
労
働
者
の
個

体
内
に
。
あ
る
労
働
能
力
は
個
体
の
生
命
の
生
産
と
再
生
産
に
。
よ
っ
て
維

持
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
力
の
価
値
Ｈ
価
格
は
、
本
人
費
と
「
繁

殖
費
」
～
家
族
費
～
「
原
価
償
却
費
」
（
妻
、
未
成
年
子
女
の
扶
養
費
）
と

し
て
算
定
さ
れ
る
。

　
資
本
主
義
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
と
く
に
機
械
制
大
工
業
の
も
と

に
お
け
る
労
働
の
単
純
化
と
労
働
力
の
需
要
増
大
に
と
も
な
い
、
後
述

の
と
お
り
価
値
の
家
族
的
分
割
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
こ
と
は
労
働
力

の
価
値
に
一
定
の
変
容
を
も
た
ら
す
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ

ル
ク
ス
が
標
準
労
働
者
の
労
働
力
の
価
値
概
念
を
は
じ
め
に
措
定
し
た

の
は
、
た
ん
に
理
論
の
抽
象
段
階
に
お
げ
る
労
働
力
の
価
値
法
則
と
し

て
の
本
質
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
ぱ
か
り
な
く
、
さ
ら
に
資
本
主

義
的
賃
金
理
論
を
実
践
的
に
応
用
す
る
た
め
の
布
石
で
も
あ
っ
た
と
わ

た
く
し
は
理
解
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
労
働
者
種
属
の
労
働
力
の
価
直
は
、
こ
れ
が
各
産
業
部

門
に
配
置
さ
れ
る
と
、
価
値
次
元
で
も
う
一
歩
具
体
化
さ
れ
て
、
労
働



力
の
市
場
価
値
に
転
化
す
る
。
こ
こ
で
は
じ
め
て
、
労
働
力
の
個
別
価
　
　
　
で
は
、
標
準
的
生
産
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
た
商
品
大
量
が
そ
の
商

値
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
の
市
場
価
値
を
彩
成
す
る
が
、
労
働
力
商
品
は
そ
れ
自
体
の
個
別
的

　
労
働
力
の
市
場
怖
値
に
か
ん
す
る
概
念
は
、
基
本
的
に
は
す
で
に
マ
　
　
生
産
条
件
を
も
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ぼ
、
家
庭
で
の
生
活
必
要
資

ル
ク
ス
に
よ
っ
て
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
料
は
商
品
化
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
消
費
財
生
産
部
門
に
お
げ
る
商
品

　
　
　
　
「
賃
金
制
度
の
基
礎
の
う
え
で
は
、
労
働
力
の
価
値
も
、
他
の
　
　
の
生
産
に
必
要
な
杜
会
的
労
働
時
問
で
規
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

　
　
い
っ
さ
い
の
曹
叩
と
同
じ
よ
う
に
し
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
異
　
　
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
部
面
に
配
置
さ
れ
た
労
働
は
、
そ
の
生
産
部

　
　
な
る
種
類
の
労
働
力
は
異
な
る
価
値
を
も
っ
て
い
る
か
ら
、
す
な
　
　
面
で
生
産
さ
れ
る
商
品
の
使
用
価
恒
の
生
産
に
適
合
し
た
質
量
の
労
働

　
　
わ
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
に
は
異
な
る
量
の
労
働
を
必
要
と
す
る
　
　
と
し
て
配
分
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
一
商
品
の
使
用
価
値
を
生
産

　
　
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
労
働
力
は
労
働
市
場
で
そ
れ
ぞ
れ
異
　
　
す
る
有
用
労
働
に
っ
い
て
み
れ
ぱ
、
標
準
的
生
産
諸
条
件
の
企
業
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
（
１
）

　
　
な
る
価
格
を
つ
げ
ら
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
る
、
平
均
程
度
の
緊
張
度
・
慣
行
的
強
度
に
よ
っ
て
支
出
さ
れ
る
平

　
　
　
「
労
働
力
の
生
産
費
が
、
そ
の
労
働
の
質
が
異
る
に
し
た
が
っ
　
　
均
的
熟
練
度
・
技
能
度
の
労
働
に
よ
っ
て
労
働
力
の
市
場
価
値
が
実
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
て
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
力
の
価
値
も
、
そ
の
労
働
力
が
　
　
　
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
は
労
働
力
の
市
場
価
値
の
実
現
に
っ
い

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
　
使
用
さ
れ
る
事
業
の
種
類
が
異
る
に
し
た
が
っ
て
異
な
ら
ざ
る
を
　
　
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
　
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
傍
点
は
手
嶋
）
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
需
要
と
供
給
と
が
た
が
い
に
均
衡
し
、
し
た
が
っ
て
作
用
し

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
産
業
部
門
別
に
ち
が
つ
た
商
品
の
使
　
　
な
く
な
る
瞬
問
に
、
あ
る
商
品
の
啄
除
は
・
そ
の
茎
徐

用
価
値
を
生
産
す
る
の
に
必
要
な
異
な
る
量
の
有
用
労
働
が
配
分
さ
れ
　
　
　
　
魯
と
、
す
な
わ
ち
そ
の
市
掛
耐
笛
（
傍
点
は
手
嶋
）
が
そ
れ
を
め
ぐ

る
と
同
時
に
、
同
一
産
業
部
門
に
お
い
て
も
ま
た
、
相
異
な
る
質
・
量
　
　
　
　
っ
て
動
揺
す
る
標
準
価
格
と
一
致
す
る
。
だ
か
ら
・
そ
の
価
値
の

の
労
働
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
労
働
力
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
商
品
　
　
　
　
性
質
を
研
究
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
需
要
供
給
の
市

は
、
同
一
生
産
部
面
に
お
い
て
は
、
お
な
じ
使
用
価
値
を
も
ち
、
そ
こ
　
　
　
　
場
価
格
に
お
よ
ぽ
す
一
時
的
影
響
に
は
な
ん
の
か
か
わ
り
も
な
い
・

　
　
　
中
国
に
お
げ
る
国
家
資
本
主
義
．
賃
金
制
度
に
か
ん
す
る
諸
問
題
（
手
嶋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
　
八
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
一
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
同
じ
こ
と
は
、
賃
金
に
っ
い
て
も
（
傍
点
は
手
嶋
）
、
他
の
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

　
　
の
商
品
に
つ
い
て
も
、
あ
て
は
ま
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
　
「
労
働
者
が
資
本
家
に
提
供
す
る
『
使
用
価
値
』

　
　
は
、
実
は
労
働
者
の
労
働
力
で
は
な
く
、
労
働
の
機
能
た
る
一
定

　
　
の
有
用
的
労
働
、
す
な
わ
ち
裁
縫
労
働
・
製
靴
労
働
・
紡
績
労
働

　
　
な
ど
で
あ
る
。
同
じ
労
働
が
他
の
一
面
か
ら
み
れ
ぱ
、
一
般
的
な

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
価
値
形
成
的
要
素
だ
と
い
う
こ
と
は
、
労
働
を
他
の
す
べ
て
の
商

　
　
品
か
ら
区
別
づ
け
る
一
属
性
で
あ
る
が
、
普
通
の
意
識
の
領
域
外

　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
　
の
も
の
で
あ
る
。
」

　
　
　
そ
し
て
、
　
「
労
働
力
は
、
そ
の
発
現
に
お
い
て
の
み
自
ら
を
実

　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

　
　
現
し
、
労
働
に
お
い
て
の
み
自
ら
を
実
証
す
る
。
」

　
お
な
じ
有
用
的
労
働
が
同
時
に
価
値
形
成
要
素
と
な
り
、
必
要
労
働

と
剰
余
労
働
、
必
要
価
値
と
剰
余
価
値
と
へ
の
二
者
対
抗
性
を
内
包
し

て
い
る
こ
と
、
し
か
も
労
働
力
の
実
現
と
実
証
と
が
、
お
な
じ
労
働
の

支
出
と
し
て
同
時
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
、
一
方
で
は
、

労
働
力
商
品
が
他
の
商
品
と
は
異
り
、
消
費
さ
れ
た
あ
と
で
労
働
の
対

価
と
し
て
賃
金
の
支
払
を
う
げ
、
他
方
で
は
、
労
働
力
の
価
格
が
労
働

の
価
格
と
し
て
、
不
払
労
働
も
ま
た
支
払
労
働
と
Ｌ
て
倒
錯
現
象
を
ひ

き
お
こ
す
素
因
を
な
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
（
　
八
二
）

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
労
働
力
の
価
値
法
則
を
基
礎
と
し
て
形
成
さ
れ

る
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
的
平
等
の
原
則
、
い
い
か
え
る
と
「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」
の
原
則
が
、
労
働
者
の
権
利
を
構
成
す
る
。
す
な
わ
ち
「
生
産
者

の
権
利
は
、
彼
の
労
働
給
付
に
－
比
例
す
る
。
平
等
は
平
等
な
尺
度
、
す

な
わ
ち
労
働
で
測
定
さ
れ
る
点
に
あ
る
」
（
マ
ル
ク
ス
）
。

　
さ
て
、
労
働
に
お
い
て
実
証
さ
れ
る
労
働
力
の
個
別
価
値
の
格
差
は
、

労
働
過
程
で
は
複
雑
労
働
と
簡
単
労
働
（
熟
練
労
働
と
不
熟
練
労
働
）
、
重

労
働
と
軽
労
働
と
し
て
実
存
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
労
働
は
す
べ
て
杜
会

的
平
均
労
働
Ｈ
簡
単
労
働
に
還
元
さ
れ
、
換
算
さ
れ
う
る
。
各
種
の
労

働
問
の
比
率
は
、
マ
ル
ク
ス
の
引
用
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
の
体
内
に
お

こ
る
一
定
の
化
学
的
変
化
に
。
よ
っ
て
測
定
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
『
あ
る
人
が
二
十
四
時
問
中
で
遂
行
し
た
労
働
の
分
量
は
、
彼

　
　
の
身
体
に
生
じ
た
化
学
的
諸
変
化
を
試
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ほ

　
　
ぽ
確
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
げ
だ
し
、
物
質
に
お
け
る
形
態
の

　
　
変
化
は
、
そ
れ
に
先
だ
つ
運
動
力
の
行
使
の
指
標
だ
か
ら
で
あ

　
　
　
（
６
）

　
　
る
。
』
（
グ
ロ
ー
ヴ
『
自
然
的
諸
力
の
相
互
関
係
に
っ
い
て
。
』
〔
ロ
ン
ド
ン
、

　
　
一
八
四
六
年
〕
）

　
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く
今
日
、
自
然
科
学
の
領
域
で
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
基
礎
代
謝
率
（
Ｒ
・
Ｍ
・
Ｒ
１
労
働
に
と
も
な
っ
て
生
ず
る
労
働
者
の
体
内



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

で
の
酸
素
と
炭
酸
ガ
ス
と
の
貫
量
変
換
）
と
か
、
チ
ラ
ツ
キ
値
（
フ
リ
ツ
カ
ー
　
　
わ
れ
れ
ば
、
労
働
老
種
属
全
体
の
平
均
家
族
費
は
、
家
計
補
充
の
た
め
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ニ
ァ
ス
ト
、
１
労
働
に
ょ
っ
て
生
ず
る
視
力
検
査
。
大
脳
の
疲
労
度
と
視
力
の
　
　
出
稼
ぎ
に
で
た
妻
と
未
成
年
工
の
分
だ
げ
控
除
さ
れ
、
引
き
下
げ
ら
れ

疲
労
度
と
に
は
一
定
の
対
応
関
係
が
あ
る
）
の
ご
と
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
　
　
る
。
労
働
者
家
族
の
賃
金
収
入
総
額
は
家
族
の
出
稼
ぎ
に
よ
っ
て
増
加

っ
と
も
・
各
種
労
働
間
の
比
率
は
一
部
は
杜
会
的
慣
行
と
し
て
の
こ
さ
　
　
　
し
て
も
、
妻
の
出
稼
ぎ
に
よ
っ
て
家
庭
用
品
が
い
っ
そ
う
商
品
化
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
だ
げ
完
成
消
費
財
の
購
入
に
よ
る
家
計
支
出
が
増
加
し
、
そ
れ
だ

れ
、
あ
る
い
は
資
本
主
義
的
生
産
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
慢
性
的
疲
労
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
家
計
収
入
の
増
加
が
相
殺
さ
れ
る
。

お
ち
い
っ
た
労
働
老
の
状
態
に
よ
っ
て
逆
転
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
市
場
に
お
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
。
賃
金
切
下
げ
の
杜
会
的
条
件

（
た
と
え
ば
綾
織
工
と
し
て
の
高
度
労
働
が
煉
瓦
積
工
の
粗
雑
な
重
労
働
よ
り

低
く
評
価
さ
れ
る
等
々
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
、
性
別
．
年
令
別
．
国
籍
別
の
不
当
な
賃
金
格
差
が
生
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
子
は
階
級
杜
会
に
お
け
る
歴
史
的
杜
会
的
条
件
に
制
約
さ
れ
て
、
精

　
資
本
家
は
労
働
力
の
所
有
者
と
し
て
の
労
働
者
か
ら
、
労
働
力
商
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
的
・
肉
体
的
資
質
の
萎
縮
が
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
男
子
労
働

を
購
入
し
、
生
き
た
労
働
を
生
産
手
段
と
合
体
さ
せ
る
。
こ
こ
に
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
と
女
子
労
働
者
と
の
労
働
能
力
の
平
均
的
水
準
に
格
差
が
生
ず
る
こ

過
程
が
は
じ
ま
り
、
そ
の
労
働
が
資
本
の
一
生
産
要
素
の
機
能
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
あ
り
う
る
。
同
様
の
格
差
は
成
年
労
働
者
と
未
成
年
労
働
者
と
の

価
値
形
成
・
価
値
増
殖
過
程
に
奉
仕
さ
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
だ
に
も
生
じ
う
る
。
し
か
し
、
現
実
の
労
働
市
場
で
は
、
同
一
労

　
叙
上
の
と
お
り
、
労
働
力
商
品
が
資
本
に
合
体
さ
れ
、
資
木
の
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
性
別
・
年
令
別
・
国
籍
別
格
差
が
、
資
本
に
よ

要
素
に
転
化
し
た
瞬
問
か
ら
、
労
働
力
の
価
値
・
価
格
は
「
労
働
の
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
賃
金
の
不
当
な
格
付
け
に
利
用
さ
れ
る
。

値
・
価
格
」
、
し
た
が
っ
て
「
労
働
賃
金
」
に
転
化
す
る
。
そ
し
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
し
て
、
資
本
主
義
的
賃
金
制
度
の
も
と
に
お
い
て
は
、
資
本
蓄

こ
か
ら
諸
種
の
変
化
が
発
生
す
る
。
労
働
時
問
の
延
長
に
よ
る
残
業
手

当
・
労
働
の
緊
張
度
・
強
度
の
増
大
・
労
働
の
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
　
　
積
の
法
則
に
規
定
さ
れ
て
賃
金
法
則
の
作
用
が
一
定
の
修
正
を
う
け
る
。

靴
樽
ギ
等
の
割
増
賃
金
・
あ
る
い
は
労
働
時
問
の
短
縮
に
よ
る
賃
金
　
　
そ
し
て
、
労
働
者
階
級
は
こ
れ
に
た
い
し
て
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の

切
下
げ
等
。
さ
ら
に
ま
た
、
労
働
力
の
価
値
の
家
族
的
分
割
が
お
こ
な
　
　
原
則
を
根
拠
と
し
て
資
本
と
対
抗
す
る
。

　
　
　
　
中
国
に
お
げ
る
国
家
資
本
主
義
・
賃
金
制
度
に
か
ん
す
る
諾
問
題
（
手
嶋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
（
　
八
三
）

■



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
↓
号
）

　
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
に
つ
い
て
、
Ｆ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
い
う
。

　
　
　
「
公
正
な
労
働
日
と
は
、
一
日
の
う
ぢ
に
労
働
者
の
全
労
働
力

　
　
を
消
耗
す
る
げ
れ
ど
も
、
翌
日
と
そ
れ
以
後
に
お
な
じ
量
の
労
働

　
　
を
は
た
す
能
力
を
彼
か
ら
う
ぼ
う
ま
で
に
は
な
ら
な
い
労
働
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

　
　
長
さ
と
、
遂
行
さ
れ
る
労
働
の
強
度
と
を
さ
す
の
で
あ
る
。
」

　
　
　
「
公
正
た
賃
金
と
は
、
正
常
な
事
情
の
も
と
で
、
労
働
老
が
彼

　
　
の
環
境
や
そ
の
国
の
標
準
的
な
生
活
水
準
に
し
た
が
っ
て
、
自
分

　
　
の
労
働
能
力
を
維
持
し
、
そ
の
子
孫
を
存
続
さ
せ
て
か
く
の
に
必

　
　
要
な
だ
け
の
生
活
資
料
を
労
働
者
が
入
手
す
る
に
要
す
る
額
の
こ

　
　
　
　
（
８
）

　
　
と
で
あ
る
。
」

　
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
は
、
資
本
主
義
の
賃
金
法
則
を
基
礎
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
当
然
の
結
果
と
し
て
、
賃
金
要
求
の

実
現
は
法
則
の
打
破
で
は
な
く
、
法
則
の
貫
徹
を
意
味
す
る
。
Ｆ
・
エ

ソ
ゲ
ル
ス
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
「
賃
金
法
則
は
労
働
組
合
の
斗
争
に
よ
っ
て
は
打
破
さ
れ
な
い
。

　
　
反
対
に
、
そ
れ
は
こ
の
斗
争
に
よ
っ
て
貫
徹
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ

　
　
る
。
労
働
組
合
と
い
う
対
抗
手
段
が
な
げ
れ
ば
、
労
働
者
は
賃
金

　
　
制
度
の
定
め
に
よ
っ
て
当
然
う
げ
と
る
べ
き
も
の
さ
え
、
け
っ
し

　
　
て
う
け
と
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
労
働
組
合
と
い
う
威
嚇
を
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
（
　
八
四
）

　
　
の
ま
え
に
つ
き
つ
げ
ら
れ
た
と
き
だ
げ
、
資
本
家
は
労
働
力
の
完

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
全
な
市
場
価
値
（
く
◎
一
－
胃
く
胃
奪
毒
ユ
ー
傍
点
は
手
嶋
）
を
労
働
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

　
　
支
払
う
よ
う
に
強
制
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
」

　
杜
会
主
義
的
賃
金
制
度
の
も
と
に
お
い
て
は
、
そ
の
目
的
・
内
容
と

も
に
資
本
主
義
の
そ
れ
と
は
本
質
的
に
異
な
る
が
、
労
働
を
共
通
の
客

観
的
尺
度
と
す
る
同
一
労
働
同
一
報
酬
の
原
則
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
平
等

の
原
則
と
し
て
杜
会
主
義
に
ひ
き
っ
が
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
た
い
へ
ん
前
置
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
以
下
の
五
点
に

つ
い
て
御
教
示
を
う
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ぼ
幸
甚
で
あ
り
ま
す
。

　
１
、
労
働
力
の
再
生
産
費
は
、
，
い
か
次
る
基
準
で
は
か
ら
れ
る
か
。

　
２
、
労
働
の
質
と
量
（
た
と
え
ば
、
高
度
労
働
と
単
純
労
働
、
重
労
働
と
軽

　
　
　
労
働
、
ま
た
は
肉
体
労
働
と
精
神
労
働
）
と
の
格
差
は
い
か
な
る
基

　
　
　
準
で
は
か
ら
れ
る
か
。

　
３
、
杜
会
主
義
賃
金
制
度
の
も
と
で
、
上
掲
の
１
と
２
と
を
い
か
に

　
　
　
統
一
す
る
か
。

　
４
、
。
産
業
部
門
別
の
賃
金
格
差
を
い
か
な
る
基
準
で
算
出
す
る
か
。

　
５
、
杜
会
主
義
的
蓄
積
促
進
の
た
め
に
と
ら
れ
る
賃
金
政
策
の
ヴ
ァ

　
　
　
リ
ニ
ー
シ
ョ
ソ
に
つ
い
て
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
貴
国
と
わ
が
国
と
で
は
杜
会
経
済
制
度
が
根
本



的
に
異
る
か
ら
、
貴
国
の
知
識
と
経
験
を
そ
の
ま
ま
資
本
主
義
賃
金
制
　
　
労
働
老
。
の
賃
金
問
題
は
、
以
下
の
と
お
り
三
つ
の
基
本
原
則
に
し
た
が

度
に
移
植
し
応
用
す
る
可
能
性
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
　
　
っ
て
処
理
し
て
い
ま
す
。

て
、
御
回
答
の
要
点
を
、
主
と
し
て
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
の
適
　
　
　
第
一
に
、
生
産
の
発
展
と
労
働
生
産
性
の
向
上
を
基
礎
と
し
て
、
し

用
に
っ
い
て
の
技
術
的
諾
問
題
、
お
よ
び
両
賃
金
制
度
の
比
較
研
究
に
ー
　
　
だ
い
に
職
工
（
職
員
と
現
場
労
働
者
の
意
－
手
嶋
）
の
賃
金
を
ひ
き
上
げ
、

資
し
た
い
の
が
、
わ
た
く
し
の
質
問
の
主
旨
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
ま
た
労
働
者
の
物
質
的
お
よ
び
文
化
的
生
活
を
改
善
す
る
。
職
工
の
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
水
準
は
、
生
産
の
発
展
と
労
働
生
産
性
の
向
上
に
し
た
が
っ
て
高
め

　
　
２
　
中
華
全
国
総
工
会
国
際
部
よ
り
の
返
信
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ゆ
き
、
そ
し
て
労
働
生
産
性
の
向
上
テ
ン
ポ
は
ま
た
賃
金
の
増
加
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ポ
を
か
な
ら
ず
上
廻
ら
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
「
あ
な
た
よ
り
い
た
だ
い
た
お
手
紙
の
な
か
で
・
質
問
さ
れ
て
い
る
　
　
　
第
二
に
、
国
家
の
経
済
建
設
の
要
詩
と
国
家
の
工
業
化
政
策
と
を
根

賃
金
問
題
は
、
わ
れ
わ
れ
お
互
い
の
国
情
が
相
違
し
て
い
ま
す
か
ら
、
　
　
　
拠
と
し
て
、
差
等
賃
金
を
規
定
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
国
家
は
、
ま
さ
に
・

あ
な
た
が
質
間
さ
れ
て
い
る
、
た
と
え
ぱ
〃
ま
だ
結
梧
年
令
に
た
っ
し
　
　
杜
会
主
義
建
設
を
遂
行
す
る
途
上
に
あ
り
、
国
家
の
工
業
化
を
ま
だ
実

て
い
な
い
労
働
老
の
家
族
費
は
・
妻
の
ほ
か
（
未
成
年
の
）
子
供
二
人
と
　
　
現
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
建
設
期
に
あ
っ
て
は
、
主
要
経
済
部
門

し
て
計
算
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
〃
と
い
う
問
題
は
・
わ
が
国
に
は
あ
　
　
　
と
主
要
経
済
地
区
の
発
展
を
促
進
で
き
る
よ
う
に
、
賃
金
を
組
む
必
要

り
ま
せ
ん
か
ら
、
お
答
え
中
し
上
げ
る
こ
と
が
た
い
へ
ん
む
ず
か
し
い
　
　
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
重
工
業
部
門
の
賃
金
に
た
い
し
て
は
、
或
る

次
第
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
わ
が
国
の
賃
金
政
策
と
賃
金
制
　
　
　
程
度
、
高
い
目
に
き
め
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
し
、
内
地
の
重
点
的
建
設

度
を
以
下
の
と
お
り
御
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
な
た
の
お
役
に
た
て
　
　
地
区
の
工
業
に
た
い
」
て
も
比
較
的
高
い
賃
金
を
さ
だ
め
な
け
れ
ぼ
な

ぼ
幸
い
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
は
、
杜
会
主
義
の
労
働
に
応
じ
て
報
酬
を
う

く
わ
れ
わ
れ
の
国
家
の
賃
金
政
策
Ｖ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
と
る
と
い
う
原
則
に
合
致
す
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
国
家
の
建
設
事

　
わ
が
国
杜
会
主
義
の
企
業
・
事
業
お
よ
び
国
家
機
関
に
あ
っ
て
は
、
　
　
　
業
に
た
い
し
て
も
き
わ
め
て
有
益
で
あ
る
。

　
　
　
　
中
国
に
お
げ
る
国
家
資
本
主
義
・
賃
金
制
度
に
－
か
ん
す
る
諾
間
題
（
手
嶋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
（
　
八
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
一
号
）

　
第
三
に
、
杜
会
主
義
の
労
働
に
応
じ
て
報
酬
を
う
げ
と
る
原
則
を
一

歩
づ
つ
実
現
し
、
賃
金
に
つ
い
て
の
平
均
主
義
と
過
度
の
高
低
格
差
と

の
現
象
に
反
対
す
る
。
労
働
に
応
じ
て
報
酬
を
う
げ
と
る
こ
と
は
、
職

工
が
労
働
の
質
と
量
と
に
も
と
づ
い
て
賃
金
を
う
け
と
る
こ
と
で
あ
り
、

技
術
が
高
く
、
労
働
の
す
ぐ
れ
て
い
る
老
は
う
け
と
る
賃
金
も
ま
た
多

い
。
労
働
者
が
同
一
時
間
内
に
お
な
じ
量
と
質
の
生
産
物
を
生
産
す
れ

ぱ
、
性
別
、
民
族
お
よ
び
種
族
の
差
別
な
し
に
、
お
な
じ
報
酬
を
う
げ

と
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
解
放
前
、
お
な
じ
作
業
を
す
る
女
子

労
働
者
の
賃
金
が
男
子
労
働
者
の
賃
金
よ
り
低
く
、
中
国
人
の
賃
金
が

外
国
人
の
賃
金
よ
り
低
い
等
の
、
は
な
は
だ
し
い
同
一
労
働
差
別
報
酬

の
現
象
を
根
本
的
に
改
革
し
た
。
賃
金
問
題
を
処
理
す
る
う
え
で
、
同

一
労
働
に
応
じ
て
報
酬
を
う
げ
と
る
と
い
う
原
則
を
つ
ら
ぬ
く
必
要
は
、

賃
金
の
平
均
主
義
に
反
対
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
だ
げ
で
な
く
、
賃
金

の
高
低
に
お
げ
る
不
当
格
差
に
も
反
対
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
か
ら
で

あ
る
。
賃
金
の
平
均
主
義
と
そ
の
高
低
に
お
け
る
不
等
格
差
と
は
、
す

べ
て
杜
会
主
義
の
原
則
に
あ
わ
な
い
し
、
合
理
的
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。

も
し
こ
の
二
面
に
注
意
を
は
ら
わ
ず
、
ま
た
こ
れ
を
未
然
に
防
止
し
な

い
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
は
労
働
老
の
技
術
・
業
務
を
た
か
め
、
ま
た
生

産
へ
の
積
極
性
の
増
大
を
さ
ま
た
げ
る
こ
と
に
な
り
、
国
家
の
建
設
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
（
　
八
六
）

業
に
好
ま
し
か
ら
ぬ
影
響
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

〈
賃
金
等
級
制
度
Ｖ

　
わ
が
国
の
工
業
企
業
に
お
げ
る
労
働
老
の
あ
．
い
だ
で
は
、
一
般
に
八

等
級
賃
金
制
度
が
し
か
れ
て
い
る
。
八
級
労
働
老
の
賃
金
基
準
は
一
級

労
働
者
の
二
・
五
倍
か
ら
三
・
二
倍
に
等
し
く
、
各
級
賃
金
の
標
準
偏

差
は
一
四
％
か
ら
一
八
老
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
は
じ
め

て
労
働
老
の
積
極
的
学
習
を
奨
励
し
、
文
化
・
技
術
を
た
か
め
、
生
産

へ
の
積
極
性
を
充
分
に
発
揮
し
高
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、

或
る
産
業
の
労
働
老
（
た
と
え
ば
紡
績
労
働
者
）
の
あ
い
だ
で
は
、
八
等
級

賃
金
制
度
は
お
こ
な
わ
れ
ず
、
直
接
に
各
種
の
作
業
に
応
じ
て
規
定
さ

れ
た
基
準
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
賃
金
を
し
て
こ
の

産
業
に
お
げ
る
生
産
上
の
特
徴
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま

た
労
働
に
応
じ
て
報
酬
を
う
げ
と
る
と
い
う
原
則
を
非
常
に
よ
く
貫
徹

す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
企
業
・
事
業
お
よ
び
国
家
機
関
に
お
げ
る
技
術

員
と
職
員
に
は
、
職
務
の
相
違
に
よ
っ
て
賃
金
基
準
を
規
定
し
て
い
る
。

　
国
民
経
済
に
お
げ
る
各
産
業
の
重
要
性
が
相
異
な
り
、
技
術
の
複
雑

度
と
労
働
条
件
等
の
相
違
も
ま
た
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
各
産
業
部
門
の

賃
金
に
は
一
定
の
差
等
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ぼ
、
遼
寧
省
の
各
産
業

に
お
げ
る
生
産
労
働
者
の
最
高
賃
金
を
基
準
と
し
て
み
れ
ぱ
、
製
粉
業



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

を
一
〇
〇
と
し
て
、
建
築
業
は
二
一
二
・
五
五
、
機
器
工
業
は
二
二
七
　
　
　
Ｌ
か
し
、
こ
の
回
答
は
平
均
労
働
者
の
家
族
の
う
ち
未
成
年
子
弟
の

・
九
三
、
電
力
工
業
は
一
四
二
・
〇
四
、
鉄
鋼
・
炭
臓
業
は
一
四
六
・
　
　
扶
養
費
が
基
準
賃
金
の
算
定
の
う
え
で
、
い
か
に
と
り
あ
つ
か
わ
れ
て

四
二
の
割
合
で
あ
る
。
わ
が
国
の
労
働
者
は
賃
金
基
準
に
よ
っ
て
う
る
　
　
い
る
の
か
、
に
っ
い
て
は
か
な
ら
ず
し
も
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
乳

収
入
の
ほ
か
に
・
な
お
実
脈
倉
と
各
種
の
手
当
を
も
う
る
こ
と
が
で
き
　
　
旧
ん
と
未
成
年
子
弟
の
養
育
費
は
、
は
た
し
て
国
家
保
障
を
う
け
て
い
る

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
労
働
者
が
毎
月
実
際
に
う
け
と
る
賃
金
収
入
は
、
　
　
た
め
に
賃
金
計
算
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
ま
た
、
労
働

一
般
長
準
賃
金
を
上
ま
わ
一
て
も
一
　
　
　
　
の
格
け
筥
科
学
的
基
葉
肉
体
労
働
の
藁
肉
体
労
働
と
精
神
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働
と
の
差
等
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
い
か
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の

中
華
全
国
総
工
会
国
際
部
よ
り
の
わ
た
く
し
あ
て
返
信
の
撃
は
以
　
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
か
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
、
ふ
た
た
び
質
問
の
手
紙
を
国

上
の
と
お
り
で
あ
る
。
国
際
部
が
未
知
の
外
国
人
で
あ
る
わ
た
く
し
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
際
部
あ
て
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
返
信
を
う
け
と
っ
た
。

た
い
し
て
、
懇
切
な
回
答
を
よ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
深
い
感
謝
の
意
を
表

し
た
い
。
こ
の
回
答
は
、
杜
会
主
義
賃
金
制
度
の
本
質
を
理
解
す
る
う

え
で
、
い
く
た
の
貴
重
な
示
竣
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
　
中
華
全
国
総
工
会
国
際
部
よ
り
の
返
信
Ｏ

　
杜
会
主
義
賃
金
制
度
は
杜
会
主
義
的
蓄
積
と
拡
大
再
生
産
の
一
環
と

し
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
ま
た
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
　
　
　
　
「
あ
な
た
の
お
手
紙
に
ょ
っ
て
、
あ
な
た
が
わ
が
国
の
賃
金
問
題
に

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
同
一
労
働
同
一
報
酬
の
原
　
　
た
い
へ
ん
関
心
を
も
た
れ
、
と
く
に
興
味
を
も
た
れ
て
い
る
の
が
、
賃

則
か
ら
の
偏
向
と
し
て
の
平
均
主
義
と
差
別
主
義
を
克
服
し
な
が
ら
、
　
　
金
制
度
を
制
定
す
る
に
あ
た
っ
て
の
技
術
上
の
諸
問
題
で
あ
る
こ
と
が

同
時
に
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
と
の
対
立
を
し
だ
い
に
発
展
的
に
解
消
　
　
わ
か
り
ま
し
た
。
あ
な
た
も
御
承
知
の
と
お
り
、
い
か
な
る
賃
金
形
態

し
て
ゆ
く
賃
金
制
度
は
、
わ
れ
わ
れ
に
た
い
し
て
貴
重
な
示
唆
を
あ
た
　
　
と
賃
金
制
度
を
採
用
す
る
か
は
、
ま
ず
国
家
の
杜
会
制
度
に
よ
っ
て
決

え
て
く
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
中
国
に
お
げ
る
国
家
資
本
主
義
・
賃
金
制
度
に
か
ん
す
る
諸
問
題
（
手
嶋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
（
　
八
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
一
号
）

　
わ
れ
わ
れ
の
国
家
は
杜
会
主
義
国
家
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
分
配
原

則
は
杜
会
主
義
制
度
の
”
各
人
は
能
力
に
応
じ
て
働
き
、
労
働
に
応
じ

て
分
配
を
う
げ
る
〃
と
い
う
原
則
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

分
配
原
則
は
ま
た
、
中
国
共
産
党
の
だ
し
た
総
路
線
と
そ
の
基
本
方
針
、

政
策
に
し
た
が
っ
て
貫
徹
さ
れ
る
。
わ
が
国
工
業
企
業
の
賃
金
制
度
は
、

ま
さ
に
こ
の
原
則
に
即
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
あ
な
た
の
お
出
し
に
た
っ
た
諸
間
題
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の
具
体

的
状
況
に
も
と
づ
い
て
、
以
下
の
と
お
り
説
明
い
た
し
ま
す
が
、
わ
れ

わ
れ
は
お
た
が
い
に
国
家
の
状
態
を
異
に
し
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら

の
諸
間
題
に
っ
い
て
の
説
明
が
、
あ
な
た
の
御
要
望
に
そ
え
る
か
ど
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
第
一
点
に
つ
い
て
。

　
わ
が
国
工
業
企
業
に
お
げ
る
八
等
級
賃
金
制
の
一
級
賃
金
率
は
企
業

労
働
老
の
最
低
賃
金
で
あ
る
。
国
家
が
最
低
賃
金
を
き
め
る
と
き
、
労

働
者
の
生
活
上
の
必
要
を
考
慮
す
る
と
同
時
に
、
国
家
は
ま
た
そ
の
と

き
の
政
治
経
済
情
勢
を
も
考
慮
に
い
れ
る
。
国
民
経
済
の
発
展
に
し
た

が
っ
て
、
賃
金
水
準
を
一
歩
づ
つ
た
か
め
、
一
級
賃
金
と
そ
の
他
各
級

の
賃
金
を
お
な
じ
よ
う
に
ひ
き
上
げ
る
。
最
初
は
、
労
働
者
の
最
低
賃

金
（
一
級
賃
金
）
は
、
本
人
を
ふ
く
め
て
三
人
分
を
や
し
な
う
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
　
（
　
八
八
）

き
た
が
、
現
在
で
は
す
で
に
そ
れ
以
上
に
引
上
げ
ら
れ
、
将
来
は
ま
た

大
巾
の
改
善
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、
わ
れ
わ
れ
の
原
則

は
”
同
一
労
働
同
一
報
酬
。
で
あ
り
、
け
っ
し
て
個
人
の
家
族
人
口
の

多
少
に
も
と
づ
い
て
き
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
独
身

労
働
老
と
家
族
持
労
働
者
と
が
同
一
等
級
で
あ
れ
ば
、
お
な
じ
よ
う
に

同
デ
の
報
酬
を
う
け
と
る
。

　
第
二
点
に
つ
い
て
。

　
わ
れ
わ
れ
が
労
働
者
の
最
高
と
最
低
と
の
賃
金
の
倍
数
を
確
定
す
る

根
拠
は
、
１
、
労
働
の
繁
重
の
程
度
、
２
、
労
働
者
の
技
術
の
習
得
を

促
進
し
、
作
業
能
力
を
高
め
る
こ
と
、
３
、
な
お
当
面
の
賃
金
状
況
を

考
慮
し
、
ま
た
国
家
の
規
定
し
た
賃
金
計
画
を
厳
格
に
ま
も
る
こ
と
、

等
々
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
生
産
過
程
に
お
げ
る
人
と
人
と
の
関
係

に
あ
っ
て
は
同
志
的
協
同
の
関
係
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ

は
賃
金
等
級
制
度
を
制
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
生
産
に
役

立
ち
、
ま
た
職
工
（
職
員
と
現
業
労
働
者
の
意
手
嶋
）
の
団
結
に
役
立
つ

よ
う
な
原
則
よ
り
出
発
し
て
き
た
し
、
す
で
に
平
均
主
義
に
反
対
し
、

ま
た
不
当
な
高
低
格
差
に
反
対
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
賃
金
の
高
低

に
お
げ
る
倍
数
上
の
多
少
は
、
す
べ
て
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
し
、

ま
た
固
定
不
変
の
も
の
で
も
な
い
。
今
後
、
杜
会
主
義
の
発
展
に
つ
れ



て
、
職
工
は
さ
ら
に
生
産
を
た
か
め
、
ま
た
人
民
の
生
活
を
さ
ら
に
改
　
　
　
　
Ｈ
・
藻
蒸
溝
崖
枯

善
し
、
労
働
者
の
賃
金
格
差
を
今
後
一
歩
づ
っ
縮
小
す
る
（
し
か
し
、
労
　
　
　
　
　
嶋
簿
　
　
－
　
心
　
。
。
　
｛
　
蜆
　
◎
　
べ
　
ｏ
・

働
者
の
賃
金
収
入
は
逆
に
た
え
ず
上
昇
す
る
が
）
決
意
を
も
っ
て
い
る
。
そ
　
　
　
　
　
爺
薄
　
　
－
．
◎
◎
－
．
ミ
Ｈ
』
べ
Ｈ
．
８
－
．
◎
・
ベ
ド
宕
Ｎ
．
零
Ｃ
・
．
◎
◎

れ
と
と
も
に
わ
れ
わ
れ
が
、
将
来
、
共
産
主
義
へ
移
行
す
れ
ぼ
、
工
、
れ
　
　
　
　
　
鳶
瞭
（
渓
）
ー
　
ミ
　
ミ
　
ミ
　
　
ミ
　
ミ
　
ミ
　
弓

に
適
合
す
る
の
は
”
必
要
に
応
じ
て
分
配
す
る
”
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
ド
繕
奮
赫

　
玩
在
、
わ
が
国
の
い
く
つ
か
の
主
要
産
業
に
お
げ
る
労
働
老
の
現
行
　
　
　
　
　
塙
鷺
　
　
　
Ｈ
　
Ｎ
　
　
。
。
　
ト
　
　
岬
　
ｏ
　
べ
　
。
。

賃
金
倍
数
は
、
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爺
蝉
　
　
　
Ｈ
．
◎
◎
－
．
畠
－
』
閉
Ｈ
．
害
Ｈ
．
。
。
Ｎ
ド
Ｈ
Ｈ
ド
畠
ド
ｏ
・
閉

　
　
鉄
鋼
．
冶
金
．
炭
暖
…
三
．
二
倍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簿
牒
（
茂
）
－
　
　
ま
　
　
畠
　
　
畠
　
　
畠
　
　
畠
　
　
崖
　
　
崖

　
　
機
器
製
造
業
、
三
．
○
倍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｐ
冷
事
糠

　
　
製
紙
業
…
二
．
八
倍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
省
簿
　
　
　
Ｈ
　
Ｎ
　
　
０
◎
　
　
ト
　
　
。
川
　
　
ｏ

　
　
食
品
業
、
二
．
六
倍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爺
薄
　
　
－
・
８
Ｈ
．
Ｈ
畠
一
』
嵩
Ｈ
・
切
ｏ
閉
Ｈ
．
ｓ
閉
－
ら
ミ

　
第
三
点
に
つ
い
て
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
　
　
ｏ
・

　
い
ま
、
わ
れ
わ
れ
が
実
施
し
て
い
る
の
は
八
等
級
賃
金
制
で
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
○
塞
　
Ｎ
・
８

一
級
と
八
級
と
に
た
い
し
て
一
定
の
倍
数
を
さ
だ
め
、
ま
た
等
級
比
逓
　
　
　
　
　
薄
瞭
（
渓
）
Ｉ
　
　
Ｈ
卜
ｏ
岸
◎
　
Ｈ
ト
ｏ
　
岸
ｏ
　
Ｈ
卜
ｏ

増
の
方
式
を
も
っ
て
級
差
を
規
定
し
、
し
た
が
っ
て
四
級
と
五
級
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
ｏ
　
Ｈ
卜
ｏ

お
の
ず
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
”
中
級
賃
金
”
を
形
成
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
、
五
、
六
点
に
つ
い
て
。

　
天
津
に
お
け
る
若
干
の
産
業
を
え
ら
ん
で
賃
金
等
級
表
を
作
成
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
、
す
べ
て
企
業
職
員
の
賃
金
制
度
に
か
ん
す
る

御
参
考
に
供
す
れ
ぼ
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
企
業
の
指
導
員
、
工
程
技
術
員
、
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
の
賃
金
は
、
す
べ
て
”
労
働
に
応
じ
た
分
配
”
の
原
則
に
も
と
づ

　
　
　
　
中
国
に
お
げ
る
国
家
資
本
主
義
．
賃
金
制
度
に
か
ん
す
る
諸
問
題
（
手
嶋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
（
　
八
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
七
巻
・
第
一
号
）

ぎ
、
彼
ら
の
担
当
す
る
職
務
・
責
任
・
お
よ
び
貢
献
度
の
大
小
に
よ
っ

て
賃
金
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
賃
金
を
き
め
る
と
ぎ
に
、
な
お
労

働
老
の
賃
金
関
係
に
つ
い
て
も
、
不
当
な
高
低
格
差
が
つ
か
な
い
よ
う

に
配
慮
し
、
国
家
機
関
と
事
業
単
位
と
の
職
員
の
賃
金
関
係
に
つ
い
て

も
、
格
差
が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

す
れ
ぱ
、
さ
ら
に
上
下
、
左
右
の
あ
い
だ
の
。
団
結
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　
同
様
に
し
て
、
職
員
相
互
問
、
職
員
と
労
働
老
と
の
あ
い
だ
の
賃
金

格
差
も
ま
た
絶
対
的
た
も
の
で
は
な
く
、
固
定
不
変
の
も
の
で
は
な

　
（
ｕ
）

い
。
」

　
こ
の
回
答
に
よ
っ
て
、
わ
た
く
し
は
中
国
に
お
げ
る
杜
会
主
義
賃
金

制
度
の
本
質
と
同
一
労
働
同
一
報
酬
の
原
則
に
か
ん
す
る
具
体
的
状
況

と
に
つ
い
て
、
貴
重
な
示
唆
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
掲
げ

ら
れ
た
八
等
級
賃
金
表
を
み
る
と
、
級
差
が
ほ
ぼ
等
差
級
数
に
な
っ
て

お
り
、
最
高
・
最
低
の
格
差
が
約
三
倍
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
わ
た

く
し
の
推
定
に
よ
れ
ぼ
、
こ
の
等
級
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ソ
連
邦
の

賃
金
制
度
を
参
考
に
し
て
賃
率
表
の
作
成
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
等
級
制
賃
金
計
算
の
基
礎
に
家
族
費
が
ま
っ
た
く
は
い
ら
な
い
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
（
九
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

な
ぜ
か
。
妻
と
扶
養
を
要
す
る
子
供
の
平
均
数
が
労
働
力
の
再
生
産
費

に
ま
っ
た
く
算
入
さ
れ
な
い
の
は
、
妻
の
就
業
の
機
会
均
等
と
子
供
に

た
い
す
る
国
家
保
障
が
あ
た
え
ら
れ
る
か
ら
な
の
か
。
政
策
的
要
因
は

べ
っ
と
し
て
、
労
働
格
差
の
科
学
的
測
定
は
、
い
か
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
は
、
わ
た
く
し
に
は
な
お
未
解
決
の
ま

ま
の
こ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
１
）
　
マ
ル
ク
ス
『
賃
金
・
価
格
お
よ
び
利
潤
』
（
国
民
文
庫
）
、
一
九
四
ぺ

　
　
ー
ジ
。

　
（
２
）
　
マ
ル
ク
ス
、
前
掲
書
、
一
九
三
ぺ
－
ジ
。

　
（
３
）
　
マ
ル
ク
ス
、
前
掲
書
、
一
七
三
－
一
七
四
ぺ
ー
ジ
。

　
（
４
）
　
マ
ル
ク
ス
、
『
資
本
論
』
、
Ｋ
倒
（
国
民
文
庫
）
、
八
四
七
ぺ
ー
ジ
。

　
（
５
）
　
マ
ル
ク
ス
、
Ｋ
四
、
三
二
〇
ぺ
ー
ジ
。

　
（
６
）
　
マ
ル
ク
ス
、
Ｋ
倒
、
八
二
八
ぺ
ー
ジ
。

　
（
７
）
　
マ
ル
ク
ス
ー
ー
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
、
＠
下
、
四
〇
八
ぺ
ー
ジ
所
収
、
Ｆ

　
　
　
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
公
正
な
労
働
に
た
い
す
る
公
正
な
賃
金
」
。

　
（
８
）
　
Ｆ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
前
掲
書
、
四
〇
八
ぺ
ー
ジ
。

（
９
）
、
、
奈
ユ
夢
員
昌
ｑ
墨
琴
事
向
品
募
夢
異
象
Ｏ
署
撃
評

　
　
○
プ
邑
ａ
箏
、
、
一
－
ｏ
ｍ
Ｏ
〇
一
〇
〇
一
Ｎ
Ｈ
卜

　
（
１
０
）
中
華
全
国
総
工
会
国
際
部
、
一
九
五
九
年
一
月
二
十
七
日
付
、
手
嶋

　
　
あ
て
の
手
紙
。

　
（
ｕ
）
　
中
華
全
国
総
工
会
国
際
部
、
一
九
五
九
年
十
一
月
二
十
六
日
付
、
手

　
　
嶋
あ
て
の
手
紙
。


